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1．はじめに

経済産業省がデジタルトランスフォーメーション
(DX)について，「DXレポート～ ITシステム『2025
年の崖』の克服とDXの本格的な展開～」を 2018年
発表した［1］．世の中のDX時代に向けた動きが加
速している中，企業においては，今後のDX時代を
見据えた上で，これまでの仕組みの見直しを迫られ
ている．クラウドやAI（人工知能）, IoT（モノのイ
ンターネット）など様々なデジタル技術の進化に伴っ
て多くの企業がDXの実現に動き出している［2］．
一方で，企業によっては，ITシステムの老朽化や，
それに伴う ITシステムの保守・運用コストなどの課
題に直面しているとの声も多い．DX実現に向けた
課題はさまざまであるが，本稿では，DXを支える
キーテクノロジーの 1つである人工知能 (AI)につい
て，DX時代に向かうべき方向性について説明する．
なお，本内容は経営情報学会 2019年秋季全国研

究発表大会の特別セミナー［2］の内容をまとめた
ものであり，経営情報フォーラム 12月号，3月号，
6月号の 3回にわたって報告する．

2．DXを支えるテクノロジー：人工知能

社会システムにおける人間活動の情報がデータ
化される中で，そのデータに AIを適用すること
で，データから新たな知見・知恵を生み出し，それ
によって新たなサービス価値の形成が期待される．
したがって，機械学習などの AI技術の技術革新が 
DXの 1つの大きな実現要因となって，AIの応用範
囲はますます広がっていく．

3．人工知能の社会実装の課題

現在，ディープラーニングの技術の発展は目覚ま

しく，動画像の認識など実社会で多くの応用が進ん
できている．一方で，社会実装を進める課題も顕在
化してきた．
ここで，DX実現に向けて社会システムにAIが浸
透するために必要な観点について簡単に整理する．
実際の現場では，AI技術を効果的に使用するた

めのデータが十分ではないケースや説明責任や公平
性を担保できないといったAIのブラックボックス
問題により，AI導入が進まない状況も多々発生し
ている［4］．近年，ブラックボック問題に対しては，
AIの判断結果を説明するAI（説明可能なAI）の研
究開発が進んできている．
また，AIが思いもよらぬ副作用をもたらす可能

性も指摘されている．AIはすでに採用やローン審
査など，身近な場面で導入され始め，AIに潜むバ
イアスの問題が批判の的となっている．このよう
に，AIの社会実装には従来の ICTとは異なる倫理
観が求められる．よって，AIの活用において「人
のために」という目的を再確認し，行動に反映する
ことが重要である．その一環として，今年，富士通
グループは，AIに関する倫理規定，AIコミットメ
ントを発表した［5］．同時に，このような問題に
対応する，倫理，プライバシーの観点を強化する技
術開発も求められる．
さらに，機械学習や深層学習で得られた成果の品
質保証をどのように行えばいいかという知見を持っ
ているところは少なく，AI製品の品質保証・運用
をどうするかも実際の大きな課題となっている．

4．Wide Learning

こうした背景の中，説明可能な AI (Explainable 
AI: XAI)の研究開発が進展しており，富士通研究所
では，実現場への導入を加速する新たなAI「Wide 
Learning」を開発した［6］［7］．
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Wide Learningは，学習データの中から，データ
項目の組み合わせで記述された人間が理解可能な
重要な仮説（ナレッジチャンク）を高速に「列挙」
し，その知識を用いて予測・分類を行う技術である
（図 1）．

Wide Learningの特長は，人間が理解可能な仮説
を用いているため「透明性」が高く，また，データ
の多寡にかかわらず「手持ちのデータ」から始め
られる点にある．さらに，従来の機械学習技術が
ターゲットとしてきた予測・分類を超えて，Wide 
Learningは網羅的な仮説列挙により，人間の「知識
発見」を助けることができる．実際に，マーケティ
ング分野での実験では，Wide Learningによって得
られたられた仮説について，現場の専門家から「経
験的にも正しい」といった納得性に加え，「今まで
気づかなかったが，あり得る特徴だ」といったコメ
ントが得られている．
現在，マーケティング，金融，ものづくりなど多
様な業種の現場でWide Learningの実証を進めてお
り，既に一定の効果をあげている．多くのケース
で，「分かりやすい」「簡単に使える」といった声が
上がっており，人にとって身近で親しみやすい AI
となっている．
また，Wide Learningは，予測・説明性だけでは
なく，予測に基づいてどうアクションをすれば良い
か意思決定の自動化も可能な技術である［5］．
今後，Wide Learningにより様々な人間活動を支
援していき，社会システムを支える AIとして確立
していく．
次回（3月号）では，Wide Learningの技術内容
について紹介する．
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図 1　Wide Learning の概要


